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秋田大学工学資源学部は､明治44年(1911年)に秋田鉱山専門学校として新入生を迎えて以来，

平成23年(2011年)に創立100周年を迎えることになります。
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平成２２年度北光会総会のご案内
会員各位

平成22年４月吉ロ

北光会会長菊地芳期

今年度の北光会通常総会を下記の通り開催いたしますので，万障お繰り合わせの上ご出席

下さいますようご案内にＩ:1し_上げます。

記

開催日：平成22年６月１９日（土）

会場：秋田キャツスルホテル

秋田市r'二１通1-3-5電話018-834-1141㈹

通常総会

時問１４：３０～１６：００

会場同上

議題（案）（１）役員選出の件

（２）平成21年度会務及び事業報告の件

（３）平成21年度決算報告

（４）平成22年度予算案辮議

（５）その他

感謝状・顕彰状授与式

講演会

時間１６：１０～１６：５０

会場同上

講演者大学院工学資源学研究科長iIIilf1眞氏（ES49）

漬題「学部の現状と将来構想」

懇親会

時間１７：００～

会場同_上

会賛男性7,000円女性5,000円（当'三|受付でリル受けます）

参加される方は６月７１－１(月)までに「北光｣146号に|司封のハガキまたは電話・ＦＡＸ・Ｅ－ｍａｉｌ

でお[|]し込み下さい。なお，宿１１１|は各1tlお手配願います。

＜お問合せ先＞

北光会事務局TELO13835-9822または018-889-2317

FAXO18-835-9822

Email：infO＠hokkokaLcom

北光146(2010）



平成22年度北光会支部総会のご案内

北海道支部

［１時：平成22年５)]15日(土）１５：３０～
１５：３０～総会１６：００～i;llliiii11i会(BS23松任|光浩）１７：３０～懇親会

会場：札|ルナンプラザ(札１１ﾘiLTIj-1上Ｍ１上24条ilLi5T1Z11-］ＴIDL(〕]'-758-3111）
（地下鉄南北線北24条駅１番ＩＩ１１１徒歩３分）

会賀：6,0001リ（今年度新入会ｍはjll1f料です）

連絡先：北海道支部事務局森範幸(GS57）TELO11-883-l449E-mail:aasiyo＠vegaocn・nejp

東海・北陸支部
日時：平成22年５月22日(土）１５：３０～１８：５０（受付１５：００～）

１５：３０～総会１６：２０～識旗会１６：５０～懇親会

場所：ホテルリソル||皮阜（肢｣iljlj便↑1:'１１１５‐８TELO58-262-9269）宿泊可

アクセス：「JR岐阜駅」「椚鉄|Ⅱ支単駅」より徒歩５分
講演会：講師ノ)'1藤達伸氏(AIIlO）＜Nil芸日歴入賞他＞

会賛：7,0001']（女性・平成18年以降卒3,00011．当[|受付にて）
申込み：「北光」146号に同封のハガキで，５月121」（月）までにお寄せください。
連絡先：東海・北陸支部事務局安iJW廠恭（BS37）

ＴＥＬ・FAXO56426-0871E-mail:ksbznlOO3＠nifty・com

◎総会協賛行4i:として親睦ゴルフ大会を１%|催いたしますので,合わせてご参加をお願いいたします愚

｜ﾃﾞ1時：平成22年５)]28日（金）場Dr：'１皮単県恵那Tlｆ「ニューキャピタルゴルフ倶楽部一

申込み先：鈴木功（TEL・FAXO594-78-1612）

九州支部

日時：平成22年６月12日(土）１６：００～理事会１７：００～総会
場所：ホテルニューオータニ博多（柵ilil市中央区渡辺迦I）ｌ‐ｌ‐２）

会費：8,0001'１（平成年卒業者は会践を一部助成します）

連絡先：九州支部事務局瀬戸信粁(BS52）

TELO92-475-8820E-mail:shingo-seLo＠fUkしloka-sLli・cojp

秋田支部

日時：平成22年６月19日(北）

１１：３０～支部総会１４：３０～本部総会・講減会１７：００～懇親会(本部と合ＩＴＩ）

場所：秋lI1キヤツスルホテル４Ｆ(秋'11市｢'1通１－３‐５ＴＥＬ〔〕18-8341141）
会萱：懇親会参加の場合は7,0001'］（11111持参）

連絡先：秋１１１支部事務局石塚鈴雄(FS48）TELO18-868-2808(F1宅）
TELO18-887-5310(勤務先）E-mail：ac730807＠city・akita､akitajp

lll込み：「北光」146号に|司封のハガキ，またはE-mailでお}I'し込み下さい。
本部総会川の返信ハガキとお'１'１連いのないようご1ii2激下さい。

※お願い：文部総会に欠席の刀も，今後の支部行事をご案|ノルますのでハガキに迎絡先を
ご記入の血返信下さいますようお願い致します。

関西支部

日時：

場所：

平成22年７月３Ｅ１(土）理｣||:会１３：００～総会１４：００～懇親会１６：３０～

大阪弥生会館（大阪市北区柴｢｢I2453TELO6-6373-1841）

（ＪＲ大阪駅中央北口北へ徒歩５分）
7000111

|卿Illi支部事務局鈴ﾉ|こ)ｉｌｌ彦(BS59）大阪市大Jli1XM側lllilf1‐４‐３ヤマキウ(|；liMl
TELO6-6552-7420FAXO6-6552-7421

文部長禰川浩次（BS32Ｍ）E-lnail:kishikawa＠msj､biEIobe・nejp

会我：

連絡先』

北光１４６(2010）
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－１世紀一

秋[['大学大学院工学資源学研究科長西田 眞（ES49）
(工学資源学部長）

在，地方国立大学は特色と機能を明確にするこ

とを迫られています。これに対する私なりの将

来構想を，簡単にご紹介させていただきます。

第一に，鉱山専門学校への回帰，すなわち

「１世紀にわたる資源分野に関する教育研究実

績を活かすこと」です。その一つが，「国際資

源学教育研究センター」の設置となります。文

部科学省の助言と吉村学長のご支援の下，昨年

１０月１日に全学センターとして設置されまし

た。教員定員には学内措置として学長持ち定員

1名，工学資源学部から拠出した２名を当てる

こととし，さらに文部科学省に３名の教員増を

要求いたしておりました。その結果，２２年度予

算に「国際資源学教育研究センター」の教員の

人件費として要求通り，３名分が盛り込まれま

した。学生定員に関連しない教員純増が認めら

れたのは，工学資源学部へ改組して初の出来事

になります。また，平成16年度の法人化以降，

｢各大学における組織整備は独自で行うように」

との方針が示され，例外とされる京大の万能細

胞研究グループを除き，各大学からの教員定員

純増要求は認められていませんでした。この様

な状況に加えて政権が変わり科学分野の予算査

定が厳しくなる中，教員定員増が，それも要求

通り満額認められたことは，極めて異例なこと

です。当に「本学が資源人材育成の中核的大学

として認知された」と申しても過言ではありま

せん。明治43年，国や当時の鉱業界期待の下に

創立された本学部が，資源学分野の担い手とし

て１００年後の今，再認識される存在に立ち戻っ

たと思う次第です。今後，本学部と国際資源学

教育研究センターとが連携し，国際的に活躍で

きる資源分野の人材育成に遡進することを期待

されています。

iifiiiiiil匿議
１月に実施された次

期工学資源学部長選挙

に於いて再選され，４

月からさらに２年間学

部長を勤めることにな

りました電気49年卒業

の西田でございます。

「…明治四十三年三

を以て，文部省直轄諸学月二六日勅令六十六号を以て，文部省直轄諸学

校改正により直轄学校に加えられたものである

…」と秋田鉱山専門学校・秋田大学鉱111学部５０

年史の35頁に記減されております。遡ること今

から丁度１世紀前の今月（３月），工学資源学

部の前身である秋田鉱山専門学校の設置が正式

に認められました。歴史ある学部が100年を迎

える時を同じくし，学部長を勤めるのは誠に名

誉なことであり，また来年秋には学部創立100

周年記念事業が待ちかまえていることを考えま

すと，身の引き締まる思いです。微力ではあり

ますが全力を尽くす所存でおりますので，よろ

しくお願い申し上げます。

さて，学部創立100年は，奇しくも大学の節

目にも重なります。平成16年，全国の国立大学

は一斉に国立大学法人として出発いたしまし

た。国立大学法人へ移行した６年間の第１期中

期目標・'1二'期計画期間は平成22年３月を以て終

了し，４月から第２期がスタートします。第１

期の平成16年～平成19年度の４年分の法人評価

結果は既に公表されており，工学資源学部・工

学資源学研究科は概ね妥当な評価結果を得てい

ます。しかし，少子高齢化の進行，経済環境の

悪化など，大学の置かれている環境は年々厳し

さを増し，２２年度から始まる第２期６年間は生

き残りを賭けた戦いになると予想されます。現

北光146(2010）－１－



さらに，昨年４月，ＤＯＷＡホールデイング

ズからの寄付により，「リサイクルプロセッシ

ング講座」が本学部に設置されております。平

成20年度科学技術振興調整費に採択された「あ

きたアーバンマイン技術者養成プログラム」も

特色ある取組であり，リサイクル・アーバンマ

イン関連分野は資源学の新しい展開としてさら

なる発展が期待されます。

第二に，共同大学院の設置と大学院専攻の改

組が挙げられます。共同大学院は工学資源学部

と秋田県立大学とが共同で設置する予定の大学

院であり，平成１９年から進めてきた大学間連携

を具現化するものです。共同大学院は本学部工

学系分野の新たなる挑戦でもあり，秋田県産業

の活性化と，低炭素社会に資する教育研究分野

を中心に検討を進めています。大学院の改組は，

平成20年４月に設置した生命化学科と環境応用

化学科の学年進行に伴う博士前期課程の整備

と，博士後期課程学生定員の適正化を目指すも

のです。

第三は大学院部局化へ移行，すなわち教員所

属組織の変更です。４月から学部所属の教員は

全員研究科に所属し，各学科や各専攻に教育研

究のため出動する体制に変わります。部局化へ

の移行は人件費の１％削減への対応と，学部に

活力を産むための戦略的な人事を可能にするこ

とにあります。このため，在籍されている先生

方にとって，教育研究環境に大きな変更は無く，

現在の学科体制と基本的には同じです。

以上，学部の近未来の構想について簡単にご

紹介させていただきました。学部創立100周年

記念事業の推進，日常的な学部運営，どれをと

りましても同窓生の皆様方のご支援が不可欠で

す。工学資源学部・工学資源学研究科のさらな

る発展のため，北光会の皆様方のご支援，ご協

力を心からお願い申し上げます。

（平成22年３月）

お知らせ

工学資源学部の教職員所属組織は，平成22年４月より大学院部局化へ移行し，工学資源学

部から大学院工学資源学研究科となりました。教職員の所属先は各学科から各専攻に変わり

ました。

北光１４６(2010）－２－
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会長便レノ
InP￣頭一知F￣わ￣■￣q繭一嚇一Ｕ､￣'炉￣

北光会、100周年最近の動向
菊地芳朗（GS34）

学工学資源学部附属鉱業博物館の活動を支援す

る会」（仮称・財団解散後は後援会とする）を

設置することにしました。

一方，募金委員会ですが，先に申し述べたよ

うに企業募金が遅れております。企業募金の目

標額は’億5,000万円ですが，まだl/３にも達し

ておりません。現在の経済状況を考えると困難

な状況と見られますが，内情を見ると企業訪問

が進んでいないことに原因があると見られます。

今回の募金を始めるにあたり，募金をお願い

する企業として同窓生が３名以上勤めている企

業のリストを作成しました。1,500社を数えま

した。内，既に訪問等でご挨拶されたのは約

500社であります。残る1,000社は何らのアプ

ローチもされておりません。これを支部別に見

ますと秋田支部と東京支部が最も多く各々約

400社となっております。今日の経済状況を考

えると，企業募金は勤めている同窓生を通して

お願いした方が良いのでは，と考えております。

企業数の多い両支部の支部長には企業募金に

対処するため募金委員会副委員長に就任するよ

う募金委員会の了承を頂きました。北光会とし

ても更なる応援態勢を強化するため，両支部長

を北光会副会長にお願いする旨，理事会の承認

を得たところです。

その他の各支部にも企業募金についてご協力

をお願いいたします。

募金期間は残すところ1年６ケ月となりまし

た。ご協力の程宜しくお願いいたします。

創立１００周年記念役員会では，新たな会長を

吉村昇学長にお願いしたところ快諾して頂きま

した。また，創立100周年記念式典の日時と会

場が決まりました。平成23年10月１日(土)，秋田

アトリオンです｡詳細はこれから検討されます。

最後に新会員歓迎会の席上，新会員から北光

会費を忘れずに支払っていく，旨の力強い挨拶

を頂きました。頼もしい限りと期待していると

ころです。

今回は，最初に悲しい

ことを申さなければなり

ません。

本会の名誉会員で秋田

大学名誉教授，元学長，

創立100周年記念会会長

徳田弘先生が去る３月８

日ご逝去されました。謹

んで哀悼の意を表すると

ともに，心からご冥福を

鰯

お祈りいたします。

一昨年のリーマンショックで100年に一度と

云う経済状況から，昨今は若干の回復の兆しが

あると報じられておりますが，実生活では殆ど

感じられません。このような状況のなかで今年

も３月22日卒業式があり新正会員を迎えること

が出来ました。歓迎会の挨拶で「世のなか不況

と云われているが，不況の時こそ温室効果ガス

の削減や少子化問題など，不況克服のために若

い皆様に期待することが沢山ある」と申したと

ころです。

創立１００周年募金は３月31日現在，3.591件１

億4,738万円のご芳志を頂き感謝申し上げます。

その内，北光会は3,028名7.446万円であります

が，企業は151社4,508万円となっております。

卒業式前日の３月21日に鉱業博物館後援会理

事会・評議員会，北光会理事会，創立100周年

記念募金委員会と役員会がありました。今回は

これらの会議について触れてみることにいたし

ます。

鉱業博物館後援会は本年７月を以て解散する

ことになりました。この後援会は昭和41年に設

立されました。学部創立50周年記念事業として

博物館が建設されましたが，寄付金募集が渋滞

し，工事代金を全額支払うことが出来ませんで

した。ところが秋田県出身の菅礼之助氏の格別

なご配慮で日本金属(㈱から4,000万円の寄付を

頂き工事代金を支払い，余剰金1,500万円を基

本財産として後援会(財団)を設立し，博物館の

発展に寄与することにしました。しかし，法律

の改正などで財団の運営が困難となり，この度

解散することになりました。代わって「秋田大

北光会は皆様の会費で維持されております。

会費納入率の向上にご協力下さい。

北光１４６(2010）－３－
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事務局から
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◇年会費について

〈平成22年度分以降の年会費を納入済みの方〉

ご納入に対し厚くお礼申し上げます。年会費

納入済み年度は「北光」送付用封筒の宛名ラベ

ル（バーコードの左上）に記載されております。

22となっている場合，「平成22年度分まで納入

済」を表します。

◇寄附金（北光145号発行後受付順，敬称略）

次の方々よりご芳志を頂戴いたしました。厚

くお礼申し上げます。

故赤上陽出男（ES22）ご遺族100,000円

KS24クラス会20.000円

阿部昌夫（BS24）100,000円

菊地芳朗（GS34）20,000円

秋田県秋田市手形学園町１－１

北光太郎様

２２（会員番号）（卒業年学科）
【お詫び】

「北光」145号（平成21年11月発行）の計報

欄に，誤って伊藤成己（冶金H3）様を掲載し

てしまいました。伊藤様はご健在です。伊藤

様には深くお詫び申し上げます。

今後は情報を充分に確認した上で「北光」

へ掲赦する所存です。

<今回払込み用紙が同封されている方＞

◎「北光」146号に同封の払込用紙は平成22年

４月１日現在の年会費納入状況により作成さ

れております。平成22年度分の年会費のご協

力をお願い致します。

◎6000円（２年分）9,000円（３年分）12,000円

（５年分）ご納入の方は金額を訂正の上郵便

昼でお払込をお願い致します。

◇平成22年度北光会本部事務局

事務局長神谷修（MS51）

庶務担当麻生節夫（HS52）

会計担当五十嵐隆治（ES49）

「北光｣編集大友崇穂（KS47）

ＨＰ担当横山洋之（DHO1）

よろしくお願いいたしますｃ

◇北光会へのお問い合わせ，住所変更等

のご連絡は下記までお願いいたします。

OlO-8502

秋田市手形学園町１－l

秋田大学工学資源学部内

北光会

TELOl8-835-9822またはO18889-2317

FAXOl88359822

E-mail：infO＠hokkokaLcom

「---------------------------－－－－－－－－－－－－－－･･･------------------------－－－－－－－－－－－－－－－－－－－可

｜「北光｣146号には｢平成22年度北光会総会出欠ハガキ｣が同封されておりますが,下記支部｜
｜の方々には「支部総会出欠ハガキ」も同封され，ハガキが２枚となっております。本誌巻頭で支１

１部総会案内をご確認の上，本部（秋田大学内北光会)，支部宛それぞれ御返事をお願い致します。｜

｜「秋田支部総会」本部と同じ６月19日（土）開催

秋田県内に居住する会員に同封されております。

｜「東海北陸支部総会」５月22日（土)開催
愛知・岐阜・三重・石川・富山，各県に居住する会員に同封されております。

L------___--------------------------------------------___------------.---------」

北光１４６(2010）-４７－
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渡部美種先生ご逝去
北光会名誉会員・元秋田大学長，渡部美種先生は，平成21年11月９日ご逝去さ

れました。（享年88歳）昭和48年４月秋田大学医学部教授に赴任，昭和61年～平成

３年秋田大学長として多大の功績を残されました。ここに謹んで哀悼の意を表し

ます。

徳田弘先生ご逝去
北光会名誉会員・元秋田大学長，徳田弘先生は，平成22年３月８日ご逝去され

ました。（享年77歳）昭和46年４月秋田大学鉱111学部土木工学科に赴任され，平成

３年～平成７年鉱111学部長，平成８年～平成13年秋田大学長として多大の功績を

残されました。ここに謹んで哀悼の意を表します。

謹んで哀悼の意を表し，ご冥福をお祈り申し上げます。

(北光145号発行後連絡を受けた方々）連絡先については事務局にお問い合わせ下さい。

H21年６月19ｐ

Ｈ22年２月８１］

H21年10月３日

H21年９月

H21年10月28日

H21年10月９H

H21年11月22日

H21年１０月６日

H21年12月l8H

H22年２月28日

H21年11月l6H

H21年１０月l4H

H21年８月21日

H21年４月24日

H22年１月１日

H21年７月29日

H21年１１月24H

H21年９月22日

科･年

ＢＳ９

ＨＳ９

ＭＳｌ３

ＭＳｌ３

ＭＳｌ５

ＢＳｌ６Ｚ

ＨＳｌ６Ｚ

ＨＳl6Z

BSl6K

BSl6K

MSl6K

BSl8

BSl8

BSl8

ＢＳｌ９

ＥＳｌ９

ＨＳｌ９

雄
雄
哉
郎
太
男
三
男
良
二
夫
正
弘
辿
夫
治
彦

太
代
二

名
杉
久
辰
悦
喜
守
九
達
一
貞
和
一
利
又
孝
英

死亡年月日

H21年９月30日

H１９年11月９日

H21年７月11日

H15年７月７日

H22年２月26日

H21年10月21日

H21年11月22日

H21年11月27H

H22年２月l8H

H21年８月20日

H21年９月25日

H21年９月l6H

H22年１月20日

H22年３月l2H

H21年８月23日

H20年１２月20日

H21年５月15日

鴫
浦
川
窪
係
山
田
曾
本
島
宅
木
沢
藤
田
本
岡
藤

兵庫県

秋田県

福岡県

大阪府

福島県

秋田県

東京都

北海道

神奈111県

東京都

秋田県

栃木県

北海道

愛知県

静岡県

岩手県

埼玉県

千葉県

松氏

角田

加茂

石川

田中

田原

米倉

市川

白石

中島

松本

小山

石黒

鈴木

早田

滑）１１

厚母

小野山

正
郎
司
一
蔵
亨
春
郎
三
作
淑
也
行
男
樹
孝
次
豊

太
出

芳
博
糀
栄
由
壱
不
芳
和
郁
信
日
豊
敬
悌

ＫＳｌ９

ＭＳｌ９

ＭＳl９

ＥＳ２０

ＭＳ２０

ＭＳ２０

ＢＳ２２

ＢＳ２２

ＨＳ２２

ＫＳ２２

ＯＳ２２

ＢＳ２３

ＯＳ２３

ＴＳ２３

ＥＳ２４

ＥＳ２４

ＦＳ２４

ＨＳ２４

神奈川県

静岡県

東京都

神奈111県

福岡県

埼玉県

東京都

東京都

神奈Ⅱ|県

東京都

埼玉県

埼玉県

津
田
伊
畠
町
木
平
中

鈴
滝
伊
福
藤
羽
伊

北海道

秋田県

大阪府

福岡県
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H21年２月24H

H21年９月４Ｈ

Ｈｌ８年３月l2B

H20年２月１日

H21年４月１７日

H21年６月26日

Ｈ10年３月29日

Ｈ21年12月18日

H22年２月14日

木村

加藤

小室

佐藤

九鴫

福田

佐々木

船木
卓
智
俊

夫
昭
雄
仁
純
男
昇
洋

神奈111県Ｈ２2年３月１日

長野県Ｈ２2年１月19日

Ｈ21年11月６日

千葉県Ｈ２1年５月10日

秋田県Ｈ２1年12月４日

岐阜県Ｈ２2年３月２日

宮城県Ｈ１9年６月16日

秋田県Ｈ２1年10月７日

千葉県

秋田県

神奈川県

北海道

静岡県

福島県

千葉県

岩手県

秋田県

雄
二
一
滴
男
勉
昭
彦
悦

久
淳
秀
長
重
一
精

塚
井
田
田
木
座
邉

石
麓
藤
山
町
辻
鈴
遊
渡

ＢＳ３９

ＢＳ４１

ＥＳ４３

ＣＳ４６

ＫＳ４６

ＭＳ４６

ＦＳ５８

ＰＨ３

KS25

TS26

MS28

BS29M

ES31

BS34

FS34

FS35

HS37

光

蕊

」

北光１４６(2010）－４９－



1１

編集後記

先日使える予算が少し出来たので新しいレー

ザーポインターを購入しました。私達が学生の

頃はＯＨＰと指し棒が卒論発表の主流だったの

ですが，最近はプロジェクターとレーザーポイ

ンターが主流になってきています。このレーザ

ーポインターを研究室の棚に収納しようと思っ

たところ，中に物が一杯で入りませんでした。

仕方がないので中の物を出して整理している

と，昔のサイズの筆箱が出てきました。桜の樺

細工で出来ており，蓋を開けると黒塗りの中地

に金文字で「秋田大学鉱山学部資源化学工学

科」と書かれています。

私が学生だった頃よりも，さらにもっともっ

と前の時代からの息づかいが伝わった気がしま

した。時代はどんどん進んでいて，建物や学科

も学部も日夜新しく変わって行きますけれど，

過去に上書きされているのではなくて新しい部

分を追加しているのであって，基盤となってい

る昔は決して無くなることはないんだと思いま

した。

「北光」はそんな過去をつなぎ止め，現在の

学生や鉱山学部に関わる人達に時代を語り，そ

して現在の人達は未来へ鉱山学部を伝える大事

な役割があるのだと思います。

そんな北光の紙面作りを心がけて，編集委員

として携われたことを嬉しく思います。

この筆箱が私の手に渡ってきたことは，何か

の暗示だったのかも知れません。

山下剛司（RH4）

Pｂ

発行所〒010-8502秋田市手形学園町ｌ－ｌ

秋田大学工学資源学部北光会

ＵＲＬ:ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ・hokkokaLcom
E-mail:infO＠hokkokaLcom

電話018（835）９８２２

０１８（889）２３１７

ＦＡＸＯｌ８（835）９８２２

振巷Ｏ2510-5-1231

発行人神谷修（MS51）

編集委員

大友崇穂(KS47L今井忠男（BS63）

平元和彦(ＭＨ３Ｌ山下剛司(ＲＨ４）

宮崎敏夫(ＭＨ8)，高橋毅(EHlO）

福田誠(EHl4)，佐藤菜花(WHl8B）

齋藤憲寿(CHl8）

北光会事務局

事務局長神谷修（MS51）

庶務担当理事麻生節夫（HS52）

会計担当理事五十嵐隆治（ES49）

ホームページ担当理事

横山洋之（ＤＨｌ）

コンピュータ担当理事

玉本英夫

』

英夫

佐々木静子

刷株式会社

１ｶ口Ｍ"パロ､鰯〃､￣Ｍ〃､■

事務室遠藤福子

印刷所秋田活版印
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三橋一雄（BS47)氏より寄贈
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■社団法人日本金地金流通協会正会員

■Ｌ・ＭＥ.(ロンドン金属取引所)銀地金公麗ブランド

■東京工業品取引所銀地金受渡供用品指定ブランド

■東京工業品取引所銀地金指定鑑定業者

■日本工業規格表示許可工場（銀地金）

■ＩＳＯ９００１認証登録（横浜金属株式会社）

■ＩＳＯ１４００１認証登録（横浜金属商事株式会社）

■ＩＳＯ９００２認証登録（裕昌金属工業株式会社）

■社団法人日本経済団体連合会会員(横浜金属株式会社）
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